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阪神・淡路大震災後に学生か見た夢と心の健康について
1. はじめに
平成 7年 1月17日午前 5時46分に発生した兵庫
県南部地震（阪神・淡路大震災）から、はや 2年
近くが過ぎようとしている。激震地の真ん中に位
置した甲南大学では、全壊した校舎の再建がよう
やく最終段階に入り、工事車両があわただしく出
入りしているところだ。最寄りの JR駅前にはま
だ、全壊したまま放置されたマンションも残り、
通学路はあちこちで再舗装工事が行なわれ、グラ
ウンドのある六甲アイランドには多数の仮設住宅
が立ち並んでいる。住み慣れた家や友人を失った
老齢の被災者の人びとが、いかに苛酷な 「震災
後」を生きているかについては、新聞等において
も取り上げられ続けている通りだ。
ところで、震災直後のボランティアなど、被災
にもめげないめざましい活動を称賛された青年た
ちは、その後どのように震災経験をわがものとし
ていったのであろうか。ちょうど、かの 1月17日
は、本大学にとって後期試験の始まる日であった。
未曾有の大震災で試験どころではなくなった当局
は、急逮、全試験を自由課題の郵送レポート提出
に振り替えた。その際多くの学生が自身の被災体
験について赤裸々に綴り、筆者も百通を軽く超え
る量の採点に当たったが、中には読み進めないほ
どの悲痛な内容のものもあった。とりわけ、大学
の近く（つまり最激震地）に自宅や下宿があり、
自らが生き埋めになったり、あるいは付近の生き
埋めになった人びとを救出する作業に否応なく駆
り出されたり、道路脇や避難所に横たえられた亡
骸を目のあたりにせざるを得なかった者たちに
とって、前日までの都会らしい瀧洒な学生生活と
の落差は、あまりに大きすぎる衝撃であっただろ
う。彼らはレポート課題に取り組むことを通して、
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自らの非H常の体験を懸命に言葉にし、何とか心
の落ち着きを取り戻そうとしていたかのようで
あった。
しかしながら、わずか 2カ月後のその年の 4月
に、本大学の阪神大震災調査委員会が全学生に募
集した、記録集発刊のための震災体験記 1 は、結
果的に企画者の予想をはるかに下回る集まり (382
編）にしかならなかった。もはや書くことによる
カタルシスや、心の整理や、自己の立て直しの作
業は、それほど切実な必要性をもたなくなってい
たということだろうか。同月中旬には、学内避難
所も解消され、学生会館に常駐して被災者の世話
に当たっていたポランティア学生のグループも分
散した。そして 4月末に 3週間遅れの新学期がス
タートすると、実家へ避難して長い春休みをすご
してきた上回生や、被災地外から来た新入生を迎
え、学生たちの意識的な心は、未来へと方向を大
きくシフトさせていったように筆者には感じられ
たのである。
幼い子ども、思春期の少年少女、中年期の人び
と、老年期の人びと・・• それぞれの年代によっ
て、同じように被災しても、その後の心の回復過
程に差異があるのは当然である。学生期の人びと
にとっては、それはどのようなプロセスをたどっ
ているのであろうか。今回の震災後、マスコミで
「心のケア」ということが急激に取り上げられる
ようになったからか、 「学生相談室に PTSD
（心的外傷後ストレス障害）の相談はどのくらい
あるか？」といった類の質問を何度も学内外の人
びとから受けた。たしかに、被災が直接の契機に
なって、不眠や自律神経の失調を起こし、登校で
きなくなったという学生の相談も数例はあった。
しかし、近隣（西宮市）の関西学院大学2 や武庫
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川女子大学3 の報告にもあるように、震災後遺症
そのもののカウンセリングを求めて学生相談室を
訪れる学生は僅かであり、さらにそれらの学生も
震災前から何らかの心理的問題を抱えていた者が
ほとんどである。それゆえ、学生相談室の活動の
みから、震災後の学生の心理状態の一般的動向を
推測するには無理があり、筆者は担当講義の受講
学生に二度の調査を行なうことで、学生たちの震
災に対する心理の時間的変遷の一端を探ろうと試
みた。
本論ではそれらの調査の結果を基に、本大学の
被災学生が震災によって、心の健康にどのような
影響を受けたかを考察してみたい。その際一つの
指標として、学生が震災後に見た、震災に関連す
る夢の報告を用いた。その理由は筆者4 が別の論
文で述べているように、 「夢」の現れ方は、大震
災の被災体験のように意識がすぐに統合しきれな
い心の傷（トラウマ）を反映し、震災による心の
深層への影響を間接的に測るものさしになり得る
と考えられたからである。
2. ●査方法と対象
く調査①＞平成 7年10月（震災約 9カ月後）、
広域副専攻科目の心理学関連講義の時間に、 「夢
と心の健康についての調査」と題して出席者全員
に記名式で施行した。年長の科目履修生等を除い
た一般学生の提出者は158名であったが、このう
ち阪神・淡路大震災を直接経験した者が130名、
しなかった者が28名であった。また、直接震災を
経験した130名のうち、震災に関連する夢を見た
と答えた者が72名 (55.4%)、全く見なかったと答
えた者が58名(44.6%)であったため、今回の結果
分析には前者の72名の回答を用いた。 72名のうち
わけは、文・理・経済・法・経営の 5学部にわた
り、学年は 1回生 6名、 2回生52名、 3回生14名
で、年齢は19~22歳（平均20.0歳）、性別比は男
性25名、女性47名である。被災の程度は、家屋の
全壊 5名、半壊13名、一部損壊13名、なし（家具
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・食器等の破損程度） 39名、不明 2名となってい
る。
質問内容は、以下の 3点である。
(1) 震災の後、被災体験と関連するような夢を
見たかどうか、見たとしたらその時期はいつ頃か
選択回答せよ (a直後のみ見た、 bある時期集中
して見た→いつ頃？、 C間欠的に見て、現在も続
いている、 dその他→？）。
(2) その中で、印象に残っている夢があれば、
一つないしいくつか取り上げ、見た時期と内容を
覚えている範囲で記述せよ。
(3) (2)で記述した夢は、あなたの心の健康にど
のように影響したと思われるか、自由に考察せよ。
く調査②＞平成 8年 6月（震災約 1年 5カ月
後）、同じく広域副専攻科目の心理学関連講義の
時間に、出席者全員に「震災後の夢とこころの健
康に関する調査」と題して施行した。記名・無記
名は自由とした。学生の提出者107名のうち、阪
神・淡路大震災を直接経験した者が91名、経験し
なかった者が16名であったため、前者の91名を結
果分析の対象とした（今回は夢を全く見なかった
者も分析対象に加えた）。 91名のうちわけは、や
はり文・理・経済・法・経営の 5学部にわたり、
学年は 1回生15名、 2回生64名、 3回生 5名、 4
回生以上 6名、不明 1名である。年齢は18~24歳
（平均19.6歳）、性別比は男性40名、女性51名で
ある。被災の程度は、家屋の全壊 4名 (4.4%)、
半壊10名 (11.0%)、一部損壊27名 (29.7%)、なし
50名 (54.9%)であり、また家族や親しい友人に死
亡者があった者が 6名、同様に負傷して治療を受
けた者があった者（本人を含む）が 8名であった。
参考までに、対象者の居住地のうちわけも挙げ
ておくと、神戸市22名（このうち東灘区・灘区の
激震地区に 10名、中央区・長田区・須磨区に 7
名）、比較的被害の大きかった西宮市・伊丹市・
尼崎市に10名、宝塚市・豊中市・池田市に13名、
それから上記以外の大阪府下に21名、兵庫県下に
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22名、その他 3名となっている。
質問内容は、調査①の結果を手がかりに回答の
選択肢を増やし、表 lのような形式をとった。所
要時間は、個人差が大きいが、おおよそ30分程度
であった。
衰 1 「震災後の夢とこころの健康に関する調査」の質問内容＊
＜問 1>あなたはふだん、夢をよく見る（覚えている）ほうですか？
□よく見る 口どちられとし雌よく見る 口どちらとも阪加 □あまり肱1 □ほとんど肋い
＜問2>あなたは震災直後 (1~2週間後くらいまで）、直接または間接的に震災と関連
するような夢を見ましたか？
口非魯によく朕 口よく敗 口ときどき敗 口たまに敗 口まった＜屈油った
＜問3>そのときの夢は、次のうちどのようなものでしたか？（複数回答可）
口揺れる、逃げるなど生理的な恐怖反応の夢
口被災した瞬間や直後の視覚映像（フラッシュバック）の夢
口孤独、憂うつ、悲哀、怒りなどの情緒的反応の夢
口家族、友達など誰か人が出てくる夢
・ロ山、海などの自然や生物が出てくる夢
口まったく見ていない
ロその他(
く問4>問3で答えた中で、最も印象に残っている夢があれば、できるだけ具体的に思い
出して詳しく書いてください。夢をまったく見なかった方は、その頃のあなたの
心身の状態（睡眠、食事、気分、体調など）について書いてください。
く問5>~<問7> *震災後少し経ってから (1~2ヵ月後くらいの間）について、
＜問 2>~<問4>と同様の問い。
く問 8>~<問10> *震災後しばらく（数か月~1年以上）経ってからについて、
＜問 2>~<問4>と同様の問い。ただし、問10についてはその時
期（年月）も記入。
＜問11>~<問13> *現在（震災 1年5ヵ月後）について、＜問2>~<問4>と
同様の問い。
＜問14>現在のあなたのこころの健康状態は、震災前と比べてどうですか？
口ずっと変わらない
口震災後不安定になったが、現在は元に戻っている
口震災後不安定になり、現在もこころの健康がすぐれない
口震災後不安定になったが、現在は震災前より元気になった
□その他(
＜問15>震災に関連する（これまで答えていただいたような）夢の中で、あなたのこころ
の健康状態（気分の安定やものの見方など）に何らかの影響を与えたと思われる
ものはありますか？
口たくさんある 口lくらかある 口あまりなしl □まったくなl 口bからなl
＜問16>(あると答えた方へ）それは、どのような影響でしたか？ もしお考えがあれば
書いてください。
＊住所、学部、学年、性別、年齢、家屋の被害、人的な被害（死亡者と負傷者）については、
調査時に同時に配布したフェイス・シートに別途記入してもらった。
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3. 結果と考察
く調査①>(1)震災後の震災関連夢の現れ方
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図 1 震災後の震災関連夢の現れ方
図 lに示した通り、震災後何らかの震災関連夢
を見たと答えた者のうち、 a 「直後のみ見た」者
が最も多く、 55.6%を占めた。 b 「ある時期に集
中して見た」者は8.3%で、その時期のうちわけは、
直後~l力月 (2月）頃、 2カ月後 (3~ 4月）
頃、 3~5カ月後 (4~6月）頃が各 l名、直後
~2、 3カ月 (4月）頃が 2名、となっている。
C 「間欠的に見て現在も続いている」者は8.3%で、
その中で「 4、 5月が多い」と答えた者が 1名、
「3~5月がビーク」と答えた者が 2名。 d 「そ
の他」の者は27.8%で、そのうちわけは「震災直
前」 「4~5月頃」 「直後~4月頃」が各 l名、
「最近 (9~10月）になって」が 5名、 「ごくた
まに」が 2名、 「はっきり覚えていない」または
無記入が 9名であった。
ここから言えることは、震災直後には対象学生
の半数程度が震災関連夢を見ているが、たいてい
は一過性の現象で、その後も見続けた場合でも、
3~5月頃をおおよそのビークに消失していくと
いうことである。
(2)印象に残る震災関連夢と見られた時期、およ
び(3)その夢が心の健康に及ぼした影響
a直後の夢 激震地で被災した者にとっては、
学生であるなしにかかわらず共通の現象であった
が、やはり地震の反復夢を見て、夢かうつつかわ
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からないような生理的恐怖を味わったようである。
今回の地震は未明に起こった（大半の者が眠って
おり、また暗闇であった）ため、反復夢のパター
ンも、事故や火事など他の災害によるもののよう
な視覚的映像のフラッシュバックという形ではな
く、 「揺れる 」 「もがく」 「圧し潰される 」と
いった体感が前面に現れたものが多かった。中に
は、自分自身はあまり被害に遭っていないにもか
かわらず、夢で大地震に遭い、倒壊した家の下敷
きになる体験をした学生も何名かあった。おそら
くは「もし自分の居住地に同じような地震が来た
ら…」という恐怖と、 「自分は、友人たちのよう
な悲惨な体験を免れた」という無意識的な罪悪感
がないまぜになって、そのような悪夢を見させた
のであろう。
それに関連して、直後の夢の中で、学生特有の
心性を表すと思われた夢がいくつかあったので挙
げておく。
例 1 地震が起きて状況が明らかになってきた 2、
3日後にたくさんの死んだ人たちがわ一つ
て現れてかなしばりにあった気がした。す
ごく怖くって、なんとなく反省してしまっ
た。 (1回生、女性）
例 2 地震の翌日、実家に帰った夜の夢。広い砂
漠のような所を一本の鉄道が走っていて、
私が何人かの仲間と命からがら必死に逃げ
る。誰かに追いかけられているのだったと
思う。その直後に、大学受験の夢を見た。
試験会場にいるのだが、皆席を立って話を
したりして全然緊張感がなく、受験という
雰囲気じゃなかった。神戸から大阪まで来
た時、のんきな雰囲気に驚いた記憶がある
ので、そのせいかもしれない。 (2回生、
女性）
例 3 地震の翌日帰省、 1週間後くらいに見た夢。
昔通っていた中学校で、なぜか社交ダンス
の教室に参加している。仲の良い友達と 2
人組になれず、いじけて一人で帰ることに
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した。すると婦り道は地割れがひどい状態
であったが、地震があったからだと当然の
ように道を急ぐ。途中、オレンジ色の服を
着た（レスキュー隊員？）人たちがたくさ
ん死んでいたが、何も感じなかった (3回
生、男性）
例4 地震後関東の実家へ帰省、 1週間後くらい
に見た夢。全壊した友達の家で、探し物を
している。 (3回生、男性）
以上に共通しているのは、いずれも自身にはさ
ほどの被災がなく、激震地から離れた所に居住し
ていたか、あるいは直後に離れたところへ脱出し
た学生ということである。ライフラインの途絶え
た下宿や避難所には長くとどまることができず、
直後に実家へ避難していった学生は少なくなかっ
た。しかしながら、震災後多くの研究者が指摘し
たように、被災地にとどまった者よりは遠方へ避
難した者の方が、心の回復が困難だったのは確か
なようである。 「逃げた」うしろめたさ、 「助
かった」罪悪感、さらに被災地内外の心理的「温
度差」のための不適応感などは、意識されにくい
複雑な影響をそのような人びとの心に与えた。上
に挙げた例の学生にしても、特別に夢日記をつけ
ているわけでもなく、 9カ月前に見た夢をこれほ
ど鮮明に想起できるということは、よほどその夢
を見た衝撃が強かったのだろうと思われる。
たとえば例 lの女性は、 (3)の考察で、このよう
な夢を見たことについて「たぶん、私は自分に関
係のないことだと思ってたからだと思う。地震に
遭われた方の気持ちとかわからなかったけど、考
える努力ぐらいすべきだった。」と気づいたこと
を述べている。例 2の女性も、 「神戸にたくさん
の知人、友人を残しながら一人平和な所へ帰る事
になんとなくひけ目を感じていたのは事実で、そ
れと（この夢とは）関係あるのかもしれない。」
「（これらの夢は）地震のショックから立ち直る
ための緩和剤みたいな役割をはたしてくれたん
じゃないかと思う。」と記述しており、自らが処
理しきれずに抱えていた震災にまつわる負の感情
を、夢によって気づき直し、消化していけたこと
を洞察している。
それに対し、例 3の夢では、例 2の夢（必死の
脱出＜＞緊張感のない試験場）と同様、社交ダンス
＜＞レスキュー隊員の死、という被災地内外の
ギャップに対する傷つきを象徴的に表しているが、
夢の中の自我は「何も感じなかった」という感清
麻痺に陥っている。逃げた罪悪感の補償夢ともい
える例 4でも、夢見手は特に自分の抱えている感
情については気づいていないようである。個人的
な夢からの連想を聞き取ったわけではないので、
あまり明確なことは言えないが、 一般に、あまり
に強すぎる心的外傷は、感情や知覚の麻痺を起こ
させる。例 2の女性に比べると、例 3の男性の場
合は、この時実家での孤独感が相当に強く、まわ
りの誰とも共有できない被災体験をどのように消
化すればよいのか、方向性を失っていたのではな
かろうか。実際、女性に比べて男性の場合、震災
直後の人的救助、水汲み、夜間警備など肉体労働
を伴うボランティア活動への社会的圧力が強かっ
た。そこから脱出したことへの罪責感は、男子学
生の心理に、本人も気づかないところで影響をも
たらしたことをこの例が物語っている。
b3~5月頃の夢 直後の次に多くの者が集中
して見たと答えた時期は、おおよそ 2~4カ月後
であり、この時期の夢は、直後からの反復夢に加
えて、 「家族や大切な人とはなればなれになり、
寂しくて泣いている。」 (2回生、女性）、 「時間
がかかるのを気にしてバイトに遅れる。」 (2回
生、女性）といった、寂しさやイライラなどの情
緒的な反応を特徴としている。現実には、ちょう
ど学生たちは春休み～新学期に当たっており、ラ
イフラインが復旧して目先の生活の確保に追われ
ずにすむようになったものの、交通網はまだ遮断
されていた頃である。友人や恋人にも思うように
会えず、電車で 5分で行けるところを、何時間も
代替バスを待ってやっとたどり着く、といったス
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トレスの多い時期であった。夢にも、比較的意識
に近いレベルの、自我が認めやすい感情が現れて
いる。成人～老年期の人びとに筆者が行なった同
様の震災関連夢の調査において、 「壊れた家」の
反復夢を見ると記述した人が何人もあったのとは
対照的に、本調査においては、家を失ったことる
まつわる情緒的反応を記述した者はほとんどいな
かった。当然といえば当然であるが、経済的生活
を支える側にいない学生にとっては、家や家財の
損害より同年代の仲間との物理的隔絶が最もこた
えたようである。
しかしながら、 6月に残っていた私鉄も全線開
通し、交通網が復旧して学生生活のリズムが震災
前に戻った頃と時期を一にして、震災関連夢の報
告もほとんどなくなる。おそらくは、本大学の一
般的学生にとって、とりあえずこの頃に日常性が
回復し、夢に現れるほどの消化できない感情や葛
藤はなくなっていったのであろうと考えられる。
C 9 ~10月頃の夢本調査は10月中旬に施行し
たため、 「最近」見た震災関連夢を想起して記述
した者も何名かあった。この時期の夢の特徴は、
例 1「震災で亡くなった友人と話をしている。」
(1回生、女性）、例 2 「人が（身内を含む）死
ぬ。」 (2回生、女性）、例3 「震災のために亡く
なった親友が長期間の旅行から帰ってくる。」
(2回生、女性）、例 4「自分が意識と記憶だけ
を保って、小学生の頃にもどっていたので、震災
で亡くなった友人にそのことを告げてまわるが、
相手にされなくてイライラする。」 (3回生、男
性）と列挙してみるとわかるように、対象喪失の
悲哀のプロセスと関連している（例 2の女性も、
実際に震災で親族を亡くしている）。筆者4 が別
のところで論考したように、喪失のトラウマは、
仮に当人の生命が直接危険にさらされるとか、身
体に激しい危害が加えられるという目に見える被
害がなかったとしても、静かに当人の心に潜伏し、
心理状態に長く影響を与え続けるものである。
例3の女性は、夏休みに海外へ長期旅行してい
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た別の親友が帰国した数日後にこの夢を見て、
「最近見ないと思ったら旅行に行っとったんか、
と思ったことを目覚めて後もはっきりと覚えてい
て、死んだという事実をなんでその時忘れていた
のだろうと不思議に思った。」 と述べている。例
4の男性は、 「ほとんどその友人のことを忘れか
けていたので、自己が思い出させようとしたので
は？ 」と考察している。無意識の底に抑圧された
トラウマは、似たようなパターンの体験に活性化
されて、忘れた頃に夢イメージとなって浮上して
くることがある。震災後、老年期の被災した人び
との中には、今回の地震で過去の第 2次大戦や、
阪神大水害時の被災体験のトラウマが活性化され、
再び夢に見たり何度も思い出したという例が少な
からずあった。例 3の女性も、現実の親友の帰国
というエピソードに引きずられ、亡くなった親友
にも戻ってきてほしいという願望がよみがえった
のであろう。
このように、意識には容易に受け入れがたい心
の傷は、相当時間が経過してから初めて夢に現れ
てくる場合がある。今回の震災で親友を亡くした
学生たちの中で、繰り返し全壊した故人の下宿跡
に赴き、がれきの下から思い出の音楽テープや、
貸し借りし合ったノートを掘り出し、花を手向け、
勇気ある喪の作業を遂行した者たちを筆者は知っ
ている。しかしながら、不幸にして意識的な喪の
プロセスを中断してしまった者たちにとって、夢
はその再開のきっかけを与える役割を果たすのだ。
例 4の男性にとっては、亡くなった友人との心理
的な和解の作業はまだまだこれから必要であるよ
うだ。夢は、故人を生き返らせることができるば
かりでなく、その中で故人と対話し、夢見手との
間の関係を修正し、整理し、やがて夢見手本人の
心の中に故人のイメージが穏やかな形で定位され
ることを可能にする。喪失のトラウマを抱えてし
まった学生にとって、夢は今後も心の回復を助け
る機能をもち続けるであろう。
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く調査②>(1)震災後の震災関連夢の現れ方
調査②においては、 a直後 (1~ 2週後）、 b
少し経ってから (1~ 2カ月後）、 cしばらく
経ってから（数力月~l年以上後）、 d現在 (1
年 5カ月後）の 4つの時期に分けて、それぞれ 5
段階で関連夢を見た頻度を回答してもらった。そ
れぞれの時期に、震災関連夢を見たと答えた者の
合計の割合は a45. 1% (41名）、 b25. 3% (23名）、
C 25. 3% (23名）、 d4. 4% (4名）であり、時間の
経過とともに関連夢を見る人の割合が減少してい
ることがわかる。また、 a~dのいずれかの時期
に少なくとも何らかの震災関連夢を見たと答えた
者の比率は、 59.3%(54名）であり、これは調査
①における比率 (55.4%)とあまり違わない結果
となっている。
さらに、 5段階の頻度「非常によく見た」
「ときどき見た」 「たまに見た」く見た」
たく見なかった」のそれぞれに、 4、3、2、 1、
0の得点を与え、 a~dの各時期の平均得点を比
較した結果を図 2に示す。直後から 1~ 2カ月後
頻度得点
0. 8 .... 平均得点
0. 6 
0. 4 
0. 2 
0. 0 
i 
震災関連夢の頻度得点の平均値の変化
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にかけて関連夢の現れる頻度は急激に減少する。
しかしながら、その後~l年以上後にかけての減
少が見られないのは調査①の結果と異なるが、こ
れは Cに震災 l周年の時期が含まれており、中井
久夫5 の言う 「記念日現象」が夢においても生起
したためと考えられる。おそらくは、いったん滅
少した関連夢の出現頻度が、マスコミが一斉に震
災の記録を報道した 1周年の前後に、一時的に再
び高まったということではなかろうか。その後の
調査時 (1年 5カ月後）には関連夢はほとんど現
れておらず、以後もおそらくはこの傾向が続くで
あろうと考えられる。
(2)夢内容の継時的変化
調査②においては、 1年以上前に見た夢内容を
いきなり記述してもらうのは難しいと予測し、調
査①で得られた夢内容の記述例を参考にして、あ
らかじめいくつかの選択肢を設けた。もちろん、
実際の夢は複雑で多岐にわたる内容を含んでいる
のが普通であり、厳密にいずれかのカテゴリーに
分類できるものではないが、夢見手本人がその夢
のどのような側面に印象づけられて記憶している
かを調べることに、意味があると考えた。そして、
a~dの各時期について選択回答後、それぞれの
時期で最も印象に残っている夢があれば、自由記
述を求めた。 （また、夢を想起しなかった者にも、
できるだけそれぞれの時期の心身の健康状態につ
いて、思い出して記述してもらった。）
まず、各時期に見られた夢内容を、カテゴリー
別に集計した結果を表 2に、それから各カテゴ
リーの継時的変化のグラフを図 3に示す。
襄2'内容の各カテゴリーを選根した人徴（重複集計）
カテjlJ-'-.月9 a直後 b 1~2 ヵ臆 c 駐月~in di年5貪月晨
生理的恐怖 24 1 5 6 2 
万9シュパ9り 8 6 2 2 
情緒的反応 1 
゜
1 I 
家族・ 友人 1 9 ， 1 3 2 
自然・動物 1 
゜
2 
゜その他 4 4 6 I 
合計 5 7 34 30 8 
選択人数
25 
20 
15 
10 
人。
図3
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ここからわかるように、直後~1~2カ月後の
時期においては、 「揺れる、逃げるなどの生理的
な恐怖反応の夢」が最も多く、同様の反復夢とし
ての「被災した瞬間や直後の視覚映像（フラッ
シュバック）の夢」は、それに比較するとかなり
少ない。これは調査①の結果のところでも述べた
ように、今回の地震が未明に起きたという固有の
事情によっていると考えられる。これらの反復夢
は時間の経過とともに減衰するが、一方「家族、
友達など誰か人が出てくる夢」は、いったん 1~
2カ月後に減少したのち、再び漸増して、その後
また減衰している。
その内容は、直後においては、 「地震が再び起
こって、実際には亡くなっていない自分の友人や
家族が亡くなる。かなり大きなショックを受けて
目が覚める。」 (2回生、女性） 「自分が家屋の
下敷きになって火が隣の家まで回ってきた時に、
彼氏が私を助けようとしたけど、間に合わなくて、
私か死んでしまった。それで葬式の時に彼氏が泣
いている。」 (2回生、女性）など、現実の地震
によって喚起された死の恐怖と直接結びついた夢
が多い。それに比べて、しばらく経って後の夢で
は、そのような激しい恐怖感は語られなくなり、
同じ「死」にまつわるものでも、喪の作業にかか
わる内容が現れてくる。たとえばある 1回生の女
性は、 1年 3カ月後の平成 8年 4月頃、 「亡く
なった友人の夢を時々見るようになった。希望進
路が似ていたので一緒に大学に入って生活してい
ると、ふといなくなってしまい、自分もその人が
いたかどうかわからなくなる。あるいは反対に、
突然クラス会にその人が出席してくれる。」と記
述している。彼女は震災当時高校 2年生であり、
亡くなった友人のことを十分悼む余裕もなく自ら
の受験勉強に駆り立てられていったのであろう。
そして無事大学生になり、新生活が始まった頃に、
それまで無意識の中へ抑圧していた亡き友人に対
する survivor'sguilt (生き残った罪悪）の感
覚が甦ってきたのだと考えられる。
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「孤独、憂うつ、悲哀、怒りなどの情緒的反応
の夢」や 「山、海などの自然や動物が出てくる
夢」を選択回答した者は、いずれの時期を通して
も非常に少なかった。しかしながら、調査①にお
いて、 「震災直後、海の中に引き込まれる（泳い
でいく）夢をよく見た。寝覚めは悪かった。」
(3回生、男性）という例があったが、調査②に
おいても少数ながら、 「たまにハチュウ類（ヘビ
など）が出る夢を見た。何匹もいて気持ち悪く、
朝起きた時もゾクゾクした。」 （直後、 2回生、
男性）というような例があり、自然災害後の反復
夢の一形態として、自然にかかわる悪夢が現れ得
ることを示唆している。カリフォルニアのオーク
ランド大火災 (1991年に発生、 25人が死亡、千人
が家を失った）の被災者に、継続的な夢のグルー
プワークを行なった心理療法家A. シーゲル6 の
報告によれば、被災後、直接火災に限らず、洪水
や地震などの自然災害に襲われる反復夢を見た者
が多かったということである。今回の震災におい
ても、人びとが安全であると思い込んでいた大地
に裏切られた傷つきと恐怖は、自然の異変や自然
に呑み込まれるイメージとなって現れたとしても
不思議ではない。ヘビなどのハチュウ類は地を這
う生物であり、大地や本能を象徴するものと考え
ることができる。
(3)震災 1年5カ月後の学生の心の健康状態と夢
との関連について
次に、震災前と調査時を比較してみたときの、
学生の心の健康状態について回答してもらった結
果を図 4に示す。震災前と a 「ずっと変わらな
い」と答えた者は55名 (60.4%)、b 「震災後不安
定になったが、現在は元に戻っている」と答えた
者は28名 (30.8%)、d 「震災後不安定になったが、
現在は震災前より元気になった」と答えた者が 3
名 (3.3%)、e 「その他・不明」が 5名 (4.4%)
となっている。同時期に一般成人 (20~80歳代）
の被災者202名に筆者が行なった同じ調査 1 の集
計結果を図 5に挙げておくが、こちらでは C 「震
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災後不安定になり、現在もこころの健康がすぐれ
ない」と回答した者が13.9%、また e 「その他」
と答えた中にも「ずっと不安定」が2名、 「しば
らくしてから不安定になり、現在も」が 5名で合
わせて3.4%あった。つまり、 17.3%の人が、震
災の影響で、 1年 5カ月の調査時でも心の健康状
態がよくないと答えており、学生では 0%であっ
たことと大きく異なっている。この理由は、一つ
には一般成人の調査対象の居住地を神戸市東灘区
・灘区、および芦屋市という激震地に限定したこ
とと、もう一つには、対象年齢が中高年層で、回
復力が青年に比べて非常に弱いということが考え
られる。
また、学生の場合、震災関連夢が心の健康状態
に及ぼした影響についても、 a 「たくさんある」
と答えた者は 0%、b 「いくらかある」と答えた
者は1.0%、C 「あまりない」と答えた者が13.2 
％、 「まったくない」と答えた者が38.5%、 「わ
からない• その他」が37.3%で、震災後 1年 5カ
月経った調査時では、もはや夢に影響されたと感
じたり、関心を払い続けたりしている者は非常に
少ないことがわかった。まとめると、調査対象の
学生の範囲で言えば、たとえ震災で大きな家屋や
人的な被害を体験した者であっても、調査時に反
復夢にうなされたり、心の健康が損なわれている
と感じたりしている者はいなかったということで
ある。
このことは、震災 6カ月後（平成 7年 7月）に
武庫川女子大学が罹災学生（自治体から証明を受
けた者）全体に施行した郵送調査3 からも、同様
の結果が読み取れる。そこでは、調査時の自分の
健康状態について、 92.5%の者が 「健康」あるい
は 「まずまず健康」と答えており、 「今回の大震
災であなたの家族関係にどのような影響がありま
したか」という問いには、 70.5%が「以前と変わ
りない」と答えており、また「震災前と比較して
学業に対するあなたの見方や考え方に変化があり
ましたか」という問いには、 「いい意味でたいヘ
ん変わった」が7.5%、 「やや変わった」が32.0 
％、 「変わりない」が50.9%となっている。つま
り、罹災学生に対象を絞って、かつ震災後 6カ月
という早い時期に行なった調査の場合でも、対象
学生は概してそれほど震災による心身の影響を
被っていないという事実が見えてくる。
(4)家屋・人的被害の大きさと夢の現れ方の関連
について
次に、家屋・人的被害の大きさという客観的な
被災程度と、震災関連夢の現れ方について分析し
た結果を示す。家屋の被災程度により く全壊群＞、
く半壊群＞、 く一部損壊群＞、 く被害なし群＞の
4群に分け、震災直後からの 4つの時期 a~dの
各群の対象者が見た夢の頻度得点の平均値を比較
したところ、表 3のようになった。これをグラフ
に表したものが図 6である。
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表 3 家屋被害の大きさと夢の頻度得点（平均値）
晨霊 ＼ 睛 a直後 b 1~2t謄 c駐月~I年農 di年StA復
全壊群 2. 5 0 2. 0 0 1. 0 0 0. 0 0 
半壊群 2. 2 0 1. 2 0 0. 8 0 0. 2 0 
一部損壊群 0. 7 8 0. 3 0 0. 4 8 0. 0 4 
被害なし群 0. 3 2 0. 1 4 0. 2 7 0. 0 2 
舅得点
2.5 
2. 0 
1.5 
1.0 
0. 5 
0.0 
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家屋被害の大きさと夢の頻度得点の
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後
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ここからわかるように、概ね家屋の被災程度が
大きい者ほど、震災関連夢を見る頻度は高くなっ
ている。その傾向は直後が最も顕著であり、調査
時の 1年 5カ月後においてはほとんど差がなく
なっている。
また、家族や親しい友人に死亡者が出るという
人的被害を被った者と、そうでない者との夢の頻
度得点を比較した結果を表 4と図 7に示す。人的
被害を被った者の度数が少ないので、統計的なこ
とは言えないが、グラフからはやはり被害のあっ
た者の方が震災関連夢を見た頻度が高い傾向にあ
ることがみてとれる。そして、人的被害の場合に
おいても家屋の被害の場合と同様、調査時にはほ
とんど差がなくなっている。
表4 人的被害（死亡者）の有無と夢の頻度得点
（平均値）
例 2
賃事 "-. Il 
死亡者有群
死亡者燕群
a直後
2. 5 0 
0. 6 4 
b 1~2t月晨
I. 3 0 
0. 3 1 
c肋月~I年晨
0. 
0. 
8 3 
3 9 
di年St臆
0. 2 0 
0. 3 5 
夢得点
2. S 
2. 0 
1.5 
1.0 
0. 5 
人的檎害
.....死亡者有喜
.,., 死亡者量霧
0.0 
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人的被害（死亡者）の有無と夢の
頻度得点の時的変化の闘連
これら二つの結果から、調査対象の学生におい
ては、概して被災程度の大きい者の方が震災関連
夢を多く見る傾向があり、震災による心的外傷の
相対的な大きさを示唆している。しかし、 C数カ
月~l年以上後の時期になると、被災程度の大き
い者と小さい者との差がなくなっていき、前者が
すでに心理的な衝撃から立ち直っている様子がう
かがえる。
(5)震災関連夢を見なかった学生の震災後の意識
の変化について
調査②においては、夢を見なかった者について
も、それぞれの時期の自分の心身の状態（睡眠、
食事、気分、体調など）を記述してもらったが、
その中に顕著な現代青年の心性が現れていたので、
そのことについても触れておきたい。調査①の場
合と違って、調査②の対象学生は、震災当時高校
生あるいは予備校生であった者が多かった。その
ためか、夢以外の記述には 「受験」に言及したも
のが非常に多数あったということである。これは
筆者にとっては驚きであった。以下に典型例を挙
げておく 。
例 1 受験勉強で忙しくって、正直、他人事でし
た。 （直後、 2回生、女性）
震災で遅れた入試が始まっていたので、そ
れに対応するのでいっばいだった。
2回生、女性）
例 3
(1 ~ 2カ月後、
受験が終わって、心身共に非常にリラック
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スしていた。 (1 ~2カ月後、 2回生、女
性）
たとえ地震の恐怖を体験し、激震地の周辺部に
住んでいても、大半の現代の受験生にとっては、
生死の問題を考えるより、試験の合否を案ずる方
がはるかに切実だったというのが真実だといえる
だろう。震災当時の大学生がボランティア救援活
動に駆り立てられたのとは全く対照的に、同じ青
年といっても、当時の受験生にとっては対岸の火
事のような意味しかもちえなかったのではあるま
いか。そして、現在（平成 8年度）においては、
当時の受験生が全学生の半数を占めているわけで、
学生生活において彼ら学生が震災の心理的影響を
抱え続けている可能性はかなり低いとみなせるで
あろう。
実際、 「もうこの頃は心身共に健康だった。」
(1 ~2カ月後、 1回生、女性） 「1~ 2カ月後
は、ほとんど元通りでした。」 (1回生、女性）
「3カ月くらいたったときから全く地震の夢を見
なくなり、良い夢が多くなった。」 (1回生、男
性） 「震災は遠い昔の話となった。」 (1年 5カ
月後、 1回生、女性）といった記述もあり、青年
たちの心理的回復力のたくましさを感じさせられ
る。
4. おわりに
以上、二つの震災関連夢の調査を手がかりに、
本大学の被災学生が震災後どのような心理的変化
を被ったか、継時的な分析を試みた。その結果、
家財や食器の破損程度で家屋や人的被害のなかっ
た者も含めた対象学生のうち、おおよそ過半数の
者が何らかの震災関連夢を見たと答えた。その夢
の現れる頻度と内容は時間の経過とともに変化し
ていった。震災直後は地震の反復夢や死の恐怖に
脅かされる内容が多いが、ライフラインが復旧し
た後の春休み頃には急激に減って、現実生活上の
ストレスや友人と会えない寂しさを表す夢が現れ
た。そして新学期が始まって交通網も完全復旧し、
学生生活が日常のリズムを取り戻して後は、大半
の学生にとって震災は夢に現れるほどの心理的影
響を残さなかったと考えられた。ただし、家族や
友人を亡くすという喪失体験や、震災直後に実家
へ避難して救援ボランティア活動の波に乗れな
かった罪悪感などのトラウマを抱えた一部の学生
にとっては、夢はそれらの個々人に特有のタイミ
ングで現れ、夢見手当人に洞察や困惑を与えたよ
うであった。
これらの結果は、中高年者や幼児の場合とは異
なり、青年期の人びとの心理的回復力のたくまし
さを物語っているとも言える。震災という以前に、
青年期は心身の土台が大きく揺らぎ、さまざまな
亀裂やアンバランスを生じ、それを再統合してい
かねばならない発達課題を背負った時期である。
それはすなわち、可塑性と柔軟性をもった時期で
もあり、彼らにとって、本来の発達課題に取り組
むことが、被災体験を消化・統合していくことに
も同時につながったのではないかと考えられる。
しかしながら、もう一方で一抹の不安を感じさせ
るのは、被災当時受験生であった学生たちの反応
である。 「生死」の問題を考えるよりも、試験の
合否の方が大切という彼らの価値観（おそらくは
彼らの両親の価値観でもある）の是非を論じるこ
とは本稿の範囲を超えるが、筆者にとっては現代
を生きる子どもたちを取り巻く厳しい現実を、改
めて突きつけられた思いであった。
最後になったが、筆者の調査に協力し、率直な
回答を寄せてくれた学生たちに感謝の意を表した
い。調査結果は、学生相談室における個別の被災
学生の相談に携わる上でも、非常に参考になった。
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On the Dreams and Mental Health of the Students after Hanshin-Awaji Earthquake 
TAKAISHI. Kyoko 
Kanan University 
This is a study of dreams related to Hanshin-Awaji Earthquake. Two 
researches were made to the suffered students of Konan University in the October 
of 1995 and in the June of 1996. 
As a result, more than half of the subjects had at least one related dream, 
and the content and frequency of their dreams changed with time. Just after the 
earthquake they had many repetition dreams, but frequency of the dream reduced 
rapidly within few months. One of the other main contents was about loss 
experiences, and those dreams tended to appear after certain period of time. In 
addition, subjects who suffered more proved to have much more related dreams. 
Students are proved to feel little problem about their mental health, and 
to feel little affection from related dreams. It is considered that they could 
recover from the damage of earthquake much earlier than the senior. 
Key Words: Hanshin-Awaj i Earthquake. suffered student, related dream 
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